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研究成果の概要（和文）：2015年に中学3年生の生徒とその母親に対して調査票調査を行い1854ペアからの回答
を得た．2017年には生徒1499名，母親1588名からの回答を得た．2019年度からの本調査プロジェクトは，追跡調
査を続け，高校卒業後の進路や学生生活についての情報をウェブ調査から得た．新型コロナウイルス感染症拡大
の影響が深刻になった時点から，新型コロナウイルスに関する質問項目を組み込んだ臨時の調査を行った．2019
年12月，2020年2月，7月，12月，2021年8月，12月の調査によって，計8時点のパネルデータを構築し，それらを
用いて教育機会の不平等やコロナ禍におけるメンタルヘルスの分析を行った．

研究成果の概要（英文）：In 2015, a longitudinal study was conducted to survey ninth-grade students 
and their mothers, resulting in responses from 1854 pairs. The follow-up phase of the study in 2017 
obtained responses from 1499 students and 1588 mothers. Since 2019, this research project has 
consistently sought information on post-high school career trajectories and various aspects of 
student life through web surveys. As a result, in response to the widespread impact of the novel 
coronavirus, we incorporated questions related to COVID-19 into our surveys. Consequently, we 
created a panel dataset consisting of eight time-points: December 2019, February, July, and December
 2020, as well as August and December 2021. This dataset was utilized to assess educational 
opportunity inequality and the effects of the COVID-19 pandemic on the mental health of young 
individuals.

研究分野： 社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中学3年から大学進学後までの長期のパネル調査から，社会的格差・不平等が生成されるメカニズムやプロセス
についての分析が可能となるデータセットが構築された．母親についても調査を行っていることから，より生活
かつ詳細な社会経済的背景変数を用いることができるデータとなっている．このデータは社会階層や教育社会学
に関する学術的な研究に用いられるだけではなく，今後公開されることによって格差・不平等に関するエビデン
ス創出に役立てることができる．さらに新型コロナウイルス前から調査を継続しているため，たとえばどのよう
な人々でメンタルヘルスが悪化したのかを分析可能な貴重なデータを得ることができた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
個人が達成した教育（学歴）はその後のライフコースに大きな影響を与えることが指摘さ

れている．しかし，その教育達成に関しては親の学歴，職業，収入などのその個人の社会経
済的背景が影響している．教育社会学的研究からは，教育達成の社会経済的格差は，進学率
が上昇しても存在し，維持されていることが繰り返し示された．この格差の生成・維持のメ
カニズムを明らかにするために，研究代表者は中学 3 年時と高校 2 年時の子どもとその母
親を追跡した「中学生と母親パネル調査」（2015年度〜2017 年度）を実施した．そしてこの
パネル調査データから，特に大学や高校に対する子どもの負担，便益，成功の見込みの評価
に社会経済的背景による差があること，そしてそれが進路希望の差に結びつくことを明ら
かにした．加えて，学校トラックが進路希望や職業希望に与える影響を，パネル調査データ
を活用した因果モデルから明らかにした． 
教育達成とは，性別，成績，社会や経済に対する態度，学校のトラック，親の学歴，職業，

収入，近隣の社会経済的状況など，様々な要因が関連していることが明らかになった．それ
らの因果関係についても，パネル調査データの変化の情報を利用したモデルから解明され
た．しかし，分析から示されたように教育達成が様々な背景を前提としたいくつもの行動や
選択の結果であるとすれば，今までの研究で観察されてきた学歴が持つ効果や影響と呼ば
れてきたものは，学歴そのものの影響を示しているのではなく，その他の背景要因の特徴を
反映したものに過ぎない可能性がある． 
この問題は社会学が対象としてきた職業的地位達成や到達階級だけではなく，経済学に

おける所得・消費，政治学における政治意識・政治的態度，疫学における健康や健康行動な
ど，社会経済的な格差を明らかにしてきた社会科学領域の研究にも当てはまる．学歴との関
連は繰り返し明らかにされては来たものの，その正確な効果の推定やメカニズムの検討が
多くの研究において不十分である．それは，教育社会学や社会学のように，教育達成のプロ
セスを明らかにすることが研究の中心にないため，それ以前の情報を丁寧に把握するとい
うことができないためである．したがって，学歴の因果効果やその影響メカニズムを明らか
にしようとした研究は，操作変数法などの強い仮定をおいたモデルによる推定が中心とな
ってくる． 
社会的格差・不平等に人々の関心が高まり，その中心的な要因のひとつに学歴があるもの

の，その因果効果を検証するためのデータは極めて少ないことが，現在の日本における格
差・不平等研究の学術的背景である． 
 
２．研究の目的 
 
「1．因果関係を明らかにするための調査データの必要性」 
このような問題は学歴の因果効果の研究として，海外では古くから社会学者や労働経済

学者を中心に進められてきた．そして因果効果が他の社会経済的な条件によって異なって
くることも，政策的な関心から，同様に検討されてきた（因果効果の異質性）．日本でもこ
のような試みは存在するものの，教育達成に影響を与える変数については，成人を対象とし
た社会調査データの回顧的な情報をもとに検討せざるを得ない．それでは親の学歴などの
情報は把握できても，正確な親の職業的情報，収入，資産，財産などの情報を得ることは困
難であり，また教育達成に影響を与える子どもの認知的能力や非認知的能力，学校での経験，
あるいは単純な学校の成績ですら十分には考慮することができない．これらの変数は，教育
達成に影響を与えるだけではなく，その後のライフチャンスやライフスタイルにも直接的
にあるいは間接的に影響を与える要因であり，その影響を無視した分析は，学歴の効果にバ
イアスをもたらしうる．また，豊富な事前の情報がなければ，学歴の因果効果の推定だけで
はなく，職業，収入，あるいは地域によって社会的格差・不平等が生じるメカニズムを明ら
かにすることの妨げとなる．学歴，職業，収入がその後の様々なアウトカムに対して与える
影響は，その獲得・達成までのプロセスを丁寧に把握しなければ，明らかにならないのであ
る． 
 
「2. 教育社会学的研究の他領域の格差・不平等研究への適用」 
この問題は社会学が対象としてきた職業的地位達成や到達階級だけではなく，経済学に

おける所得・消費，政治学における政治意識・政治的態度，疫学における健康や健康行動な
ど，社会経済的な格差を明らかにしてきた社会科学領域の研究にも当てはまる．学歴との関
連は繰り返し明らかにされては来たものの，その正確な効果の推定やメカニズムの検討が
多くの研究において不十分である．それは，教育社会学や社会学のように，教育達成のプロ
セスを明らかにすることが研究の中心にないため，それ以前の情報を丁寧に把握するとい
うことができないためである．したがって，学歴の因果効果やその影響メカニズムを明らか



にしようとした研究は，操作変数法などの強い仮定をおいたモデルによる推定が中心とな
ってくる． 
 
そこで以上の，「1．因果関係を明らかにするための調査データの必要性」と「2．教育社

会学的研究の他領域の格差・不平等研究への適用」を踏まえ，本申請プロジェクトは，2015
年より中学 3 年生とその母親を対象として行われた追跡調査を更に 3 年間継続して行うこ
とによって，長期追跡パネルデータセットを構築する．そして，中学から高校までの学校生
活，社会経済的背景，そしてその後の教育達成が，その後の社会，経済，政治，健康に関す
る格差・不平等となって現れてくるのかについての因果関係を解明する領域横断的研究を
行う．このような調査から個別領域で重要とされるアウトカムに関する格差・不平等を明ら
かにするだけではなく，それらを総合した格差・不平等の生成メカニズムを明らかにする．
またこのプロジェクトを通じ，領域横断的社会科学研究を発展的に進める． 
 
３．研究の方法 
 
2019 年より子どもとその母親を対象として調査を行う．方法は LimeSurvey を用いたウェ

ブ調査である．LimeSurvey は設定を柔軟に変更することが可能であり，通常の調査だけで
はなく実験的な調査にも利用できる．当初は 2019 年度，2020 年度，2021 年度のそれぞれの
年度で 1 回調査を行う予定であったが，新型コロナウイルス感染症拡大の影響が深刻にな
った時点から，新型コロナウイルスに関する質問項目を組み込んだ臨時の調査を行った．結
果として，2019 年 12 月，2020 年 2 月，7月，12月，2021 年 8月，12 月の追跡調査によっ
て，計 8時点のパネルデータが構築された．次の表 1のような回収状況となった．それぞれ
の回収率は 1000 を下回る場合もあるなど決して高くはないが，2019 年以降に少なくとも 1
回こたえているのは，1430 名であった． 
子どもに対する調査の項目には，進路，受験の経験，学校生活，婚姻状況，職業希望，社

会意識などが含まれる．母親に対する調査項目には，子どもの状況，家族，家庭の社会経済
的状況などが含まれている． 
 

表 1 「中学生と母親パネル調査」の回収状況 

年月 子回収数（率） 母回収数（率） 学年・コロナ関連イベント 
2015 年 10 月 1854（45.0％） 1854（45.0％） 中学 3年． 
2017 年 12 月 1499（80.9％） 1588（85.7％） 高校 2年． 

2019 年 12 月 941（50.8％） 1279（69.0％） 
大学 1年．2020 年 1 月 9日に WHO が新型
コロナウイルス，1月 16日に国内での感
染確認． 

2020 年 2月 909（49.0％）  第 1 波，2020 年 2月 21 日に WHO が
COVID-19 と命名． 

2020 年 7月 877（47.3％）  大学 2年．第 2波，第 1回緊急事態宣言
後． 

2020 年 12 月 1188（64.1％）  第 3 波，第 2回緊急事態宣言，ワクチン
の製造販売承認． 

2021 年 8月 1021（55.1％）  大学 3年．第 5波，デルタ株，第 4回緊
急事態宣言，ワクチン接種開始． 

2021 年 12 月 1065（57.4％）  第 6 波，オミクロン株（BA.1/BA.2）． 

出典：「中学生と母親パネル調査」（2023 年 4月 8日バージョン）． 
 
それらを用いて主に教育機会の不平等やコロナ禍におけるメンタルヘルスについて分析

を行った． 
 
 
４．研究成果 
 
調査によって得られたデータの強みを活かし，以下の分析を主に行った． 
 
教育機会の不平等についての研究成果 
 
社会経済的背景が子どもの教育達成度に及ぼす影響は古くから研究されているが，高校

がこの効果をどの程度媒介するかは，因果的媒介の枠組みから評価されていない．本研究で
は，日本の中学 3年生を対象とした縦断調査のデータを用いて，高校のランクが媒介しない
教育達成度に対する家庭所得の直接効果を検討した．残差をもちいた回帰分析（Regression 
with Residuals）により，高校のタイプは，大学進学や相対的教育達成度に対する家庭所得



の効果をある程度媒介するものの（それぞれ約 27％，34％），家庭所得の直接的効果はかな
りのものであることが明らかになった．また，この結果は，家族所得と高校選択性の間に正
の交互作用効果があることを示唆しており，代償的な優位性（compensatory advantage）で
はなく，ブースト的な優位性（boosting advantage）のパターンを暗示している．この分析
枠組みは，社会学研究における多くの方法論的設定に適用可能であることが示された． 
 
メンタルヘルスについての研究成果 
 
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が精神的健康に与える影響を調査した先行研究を

2つの方法で発展させた．まず，精神的健康の変化をモデル化し，次に心理的苦痛の変化を
予測する様々な要因を検討した．2019 年 12 月から 2020 年 12 月までの 4つの時点を持つ潜
在成長曲線モデルを用いて，青年の心理的ディストレス（K6）の変化を描き，心理的ディス
トレスの水準と変化に関連する因子を検討した．若者の心理的ディストレスは，2019 年 12
月から 2020 年 7 月まで，特に女性で増加し，2020 年 12 月に減少した（図 1を参照）．初期
の健康状態および心理的特徴は，心理的苦痛の初期レベルと関連していたが，変化には関連
していなかった．性別は心理的ディストレスの初期レベルとは関連がなかったが，心理的デ
ィストレスの増加とは関連があった．効果量は小さかったが，性別は COVID-19 パンデミッ
ク時の心理的ディストレスの変化と関連していた．健康関連特性や性格特性などの他の因
子は，パンデミック前の心理的ディストレスのレベルと関連していたが，パンデミック中の
心理的ディストレスの変化を説明することはできなかった． 
 
 

 
図 1．ジェンダー別の K6 の平均値の変化と直線・曲線の当てはめ（T1 = 2019.12, T2 = 
2020.2, T3 = 2020.7, T4 = 2020.12）（Fujihara and Tabuchi 2022） 
 
他の研究成果 
 
他の研究成果の例をここに示す．（1）心理的ディストレスや健康だけではなく，仕事や教

育に対して COVID-19 がどのような影響を与えているのかを明らかにした．（2）新型コロナ
ウイルスに対する意識・行動のジェンダー差を明らかにした．（3）大学の専攻分野のジェン
ダー差についてのコンジョイント分析や（4）「女性は男性よりも生まれつき数学の能力が低
い」と思われているのかについてのリスト実験という実験的な方法を用いた分析を行った． 
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